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研究成果の概要（和文）：本研究課題は，ソーシャルメディアを効率的かつリアルタイムに近い状態で解析する
ことで，世の中に広まる前のトレンド（流行語）をいち早く発見することを目指したものである．解析対象ソー
シャルメディアとしては，1,113万ブログサイトにて投稿された１億4,178万件のブログ記事を利用した．流行語
の早期発見手法としては，コミュニティ間の話題の拡散分析に基づく方法およびブロガー先読み度分析技術に基
づく方法について取り組んだ．また，世の中のトレンドおよび流行語，さらには各個人の興味トレンド分析し，
これらをWeb広告，料理レシピ，コスメ，クチコミなど各種情報推薦に活用する手法についても検討を行った．

研究成果の概要（英文）：In this project, we tried to develop a method for early detection of“
gradual buzzwords” by analyzing time-series data of blog entries. We utilized 141 million blog 
entries from 11 million blog websites. Then, we studied two methods for detecting gradual buzzwords.
 One is a method which evaluates bloggers' buzzword prediction ability by analyzing how early 
bloggers mentioned past buzzwords. Another is a method based on observing the process in which 
certain topics grow to become major buzzwords and determining the key indicators that are necessary 
for their early detection. Moreover, we studied how to utilize trends and buzzwords of the world and
 also trends of individual interests in order to improve the accuracy for recommender systems of Web
 advertisement, cooking recipe, cosmetics and the reviews.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
インターネットの発達や，タブレット端末お
よびスマートフォンなどの普及と共に，多く
の人々が情報発信を行うようになった．平成
23年度情報通信白書（総務省）によれば，平
成 23 年時に行った調査において 42.9%の回
答者がソーシャルメディアを利用している
と答えている．この数値は 10 代に限れば
71.7%となっており，世代の交代が進むにつ
れて今後さらに利用率が増えることが予想
される．このような一般ユーザが発信する情
報には，マスメディアが捉えきれないような
世の中の動きに関する情報（ロングテール）
が数多く隠されていると考えられる．実際，
企業の中には，自社製品やサービスに関する
クチコミ情報の分析を行う企業も数多く存
在し，商品の改良やサービスの改善，さらに
は新規企画の参考情報として利用している．
したがって，大規模ソーシャルメディアコン
テンツを，効果的に分析することで，世の中
の動向を精度良く捉えるための技術が求め
られているといえる． 
 
２．研究の目的 
近年，爆発的に広まっているソーシャルメデ
ィアには，マスメディアが捉えきれないよう
な世の中の動き（ロングテール）が数多く隠
されているという仮説のもと，これらを効率
的かつリアルタイムに近い状態で解析する
ことで，世の中に広まる前のトレンド（流行
語）をいち早く発見することを目指す．さら
に，世の中のトレンドおよび流行語，および
各個人の興味トレンド分析し，これらをWeb
広告，料理レシピ，コスメ，クチコミなど各
種情報推薦に活用する手法についても検討
を行う．流行語の早期発見手法としては，コ
ミュニティ間の話題の拡散分析に基づく方
法およびブロガー先読み度分析技術に基づ
く方法について取り組む．解析対象ソーシャ
ルメディアとしては，1,113 万ブログサイト
にて投稿された１億 4,178万件のブログ記事
（twitterを含む）を対象とする．最終的には
トレンド早期発見技術を開発し，大規模実デ
ータを用いた実験的評価を行う． 
 
３．研究の方法 
（１）コミュニティ間の話題の拡散分析に基
づく流行語早期発見技術の開発では，ある話
題がコミュニティ間で拡散する状況を分析
することにより，流行語を早期発見するため
の技術開発を目指す．例えば，「Facebook」
という言葉は，当初「インターネット」や
「SNS」等のように「Facebook」と関連の深
いコミュニティにて独占的に語られていた
ものが，その他一般的なコミュニティにおい
ても広まり語られるようになったと考えら
れる．したがって，対象となる話題語と関連
の深いコミュニティの自動判定手法，および
コミュニティ間の話題の拡散状況を精度良
く検出する手法，について明らかにすると共

に，本方式よる流行語判定技術の開発および
実験的評価を行う． 
 
（２）ブロガー先読み度分析に基づく流行語
早期発見技術の開発では，過去の投稿履歴か
ら先読み能力の高いブロガーを分析するこ
とで流行語を早期発見するための技術開発
を目指す．例えば，「新しい iPhone の機能」
について，いち早く言及することが多い情報
発信者は，今後発表される iPhone の機能に
ついてもいち早く言及することが期待でき
る．したがって，既出のメジャーな流行語の
分析に基づく流行語成長過程分析手法，およ
び流行語成長過程および対象の話題と各記
事の関連度分析に基づくブロガーの先読み
度分析手法，について明らかにすると共に，
本方式によるブロガー先読み度分析技術の
開発および実験的評価を行う． 
 
（３）トレンド早期発見技術の開発および各
種情報推薦への応用では，コミュニティ間の
話題の拡散分析技術（直接的流行語発見手
法）およびブロガー先読み度分析技術（間接
的流行語発見手法）を融合することによるト
レンド早期発見技術を開発すると共に，Web
広告，料理レシピ，コスメレビューなど各種
情報推薦への応用について検討する． 
 
４．研究成果 
（１）本研究では流行語に対していち早く反
応する傾向を有する先読みブロガーの判定
を目的としている．そこで流行語の流行時の
話題が投稿された時期（成長期間）の算出に
ついてより詳細に述べ，提案手法によって，
対象流行語の流行時の内容を早期かつ，的確
に捉えることができる先読みブロガーを発
見が可能かについて実験を行った．提案手法
の手順としては，対象ブロガーの抽出とカテ
ゴリ分類，学習データとなるシード語（過去
の流行語）の抽出とカテゴリ分類，対象シー
ド語（過去の流行語）の分析，および対象ブ
ロガーの先読み能力の評価という流れとな
る．シード語（過去の流行語）の抽出では，
ある程度重要なキーワードに絞る必要があ
るため，シード語候補毎にブログ投稿数を調
べ，該当シード語候補の過去の投稿数に対し，
必要に応じて移動平均を算出し，投稿数のピ
ークを確認する．このピークを迎えた時点が
社会的認知の最も高くなった時点であると
いえる．このピーク以降の期間 T における投
稿数の累計が非常に少なくなっている場合
には，このシード語候補はピーク後に世間か
ら忘れ去られるようなキーワードであると
考えられるため，ピーク以降も投稿数があま
り減少しないようなシード語候補を社会的
な影響度が高いキーワードであると判断し，
シード語として認定する（図 1 参照）． 



 

図１ 影響度の概念図 

 
各シード語に対するブロガー先読み度の算
出方式については，シード語の投稿数のピー
ク時の話題に対して，類似度の高い記事を成
長期間内でより早くから言及しているブロ
ガーの先読み度を高く算出するようにした．
（図２参照） 

 

図２ ブロガー先読み度判定のための 
ブログ記事の類似度分析 

 
以上のような手順により，ブロガー先読み度
算出について実験を行い，ブロガー先読み度
の計算対象となる記事の選別において，対象
シード語について言及された記事かどうか
を考慮に入れる事で，適切に先読みブロガー
が発見されることを確認した． 
 
（２）本研究では，先読みブロガーから流行
語候補を抽出する手法を提案した．具体的に
は「先読み度の高い先読みブロガーが投稿し
たキーワード程，流行語候補である事が期待
できる」という仮定に基づき，先読み度の高
い先読みブロガーが投稿するブログ記事よ
り，先読み度の高さを考慮して流行語候補を
抽出する事を目指した．なお，流行は時間の
流れとともに変化していくため，現時点にお
いて，流行語候補となりうるのか，過去の時
点まで遡って，時系列の変化と共に，先読み
ブロガーが投稿する頻度が増加していって
いるのか，また増加がその過去の流行語と比
較して，十分な増加傾向にあると言えるのか
を調べる事で流行語候補の判定を行った．例
えば，ブックカテゴリの先読みブロガー A 
が投稿した記事内において，小説 X につい
て書いていたとしても，小説 X が流行する
とは限らない．しかし，ブックカテゴリの先
読みブロガー群において，先読みブロガー A 

だけでなく，他の先読みブロガーも小説 X 
について投稿しているならば，小説 X は，
流行する可能性があると考えられる．ただし，
単純に，短い期間において，ブックカテゴリ
の先読みブロガー群が，小説 X を多数投稿
しているだけでは，小説 X を流行語候補と
みなす事はできない．流行語候補と判定する
ためには，ある一定期間毎に，ブックカテゴ
リの先読みブロガー群の，小説 Xに対する投
稿傾向を分析したとき，過去の流行語と同じ
ような，増加傾向であると判定する必要があ
る．以上より，先読み度の高さを考慮してキ
ーワードを抽出し，対象カテゴリ内の先読み
ブロガー群において，ある一定期間毎の対象
キーワードの投稿傾向を調べ，過去の流行語
の増加傾向と比較することにより，対象キー
ワードを流行語候補と判定し，抽出する手法
を提案した．具体的には，流行語毎に先読み
度で上位ブロガーリストを作成し，リストに
出現した回数を用いる手法(a)と，先読み度
の合計を用いる手法(b)，記事数の影響を考
慮した手法(c)，出現したリストのカバレッ
ジを考慮した手法(d)とそれらの要素を統合
した手法(e)を提案した． 
映画，TV 番組，スマホといった 3つのカテゴ
リに対して，先読みブロガーの抽出精度を比
較検証した．ブログ記事数とブロガーの熟知
度といった2つのベースライン手法と比べて，
3 つのカテゴリとも精度の向上を達成できて
おり，提案手法の有効性を示せた（図 3） 。 
5 つの提案手法に関しては，提案手法(a)と提
案手法(e)が同程度の高い精度を達成した
（図 4）が，提案手法(a)で算出したブロガー
のスコアは整数であるのに対して，提案手法
(e)での算出値は実数であるため，提案手法
(e)を用いると，同順位のブロガーを減らす
ことができ，ブロガーをより区別できると思
われる． 

 
図３ 先読みブロガーの抽出精度（１） 

 

図４ 先読みブロガーの抽出精度（２） 
 



（３）トレンド早期発見技術の各種情報推薦
への応用として，Web広告，料理レシピ，コ
スメレビューなど各種情報推薦への応用に
ついて検討した．Web広告推薦技術への応用
としては，ユーザ個人の Web 閲覧履歴の分
析から個人の興味トレンドを精度良く分析
し，その時々の興味に合致する広告推薦の実
現を目指している．この際，長期的閲覧履歴
と短期的閲覧履歴を分析することで，ユーザ
の長期トレンドおよび短期トレンドを区別
して抽出する手法を提案している．この手法
により単一区間を分析する手法に比べて予
測精度が高められることを確認した．料理レ
シピ推薦への応用としては，ユーザの気分
（ムード）に適切なレシピを推薦しようとす
るシステムにおいて，ユーザの気分のトレン
ド分析への応用を検討した．コスメレビュー
分析によるレビューおよびアイテム推薦へ
の応用としては，レビュアが書いたレビュー
履歴を分析することでレビュアの興味トレ
ンド分析を行い，これをレビュア間の類似度
判定に応用する手法について検討した．これ
に関連し，レビュー閲覧者の閲覧履歴データ
を取得することで，閲覧者の興味トレンドを
抽出する手法についても検討している．その
他，本研究のトレンド早期発見技術は，ホテ
ルレビュー推薦や，Serendipity 情報推薦へ
の応用についても活用可能であると考えて
おり，本研究期間終了後においても他の研究
テーマにおいても広く活用していく予定で
ある． 
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